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第２回富谷市協働のまちづくり推進懇話会参加者意見等対応一覧 
 

№ 
参加者名

（敬称略） 
意見要旨（発言順） 座長意見要旨 市の考え 素案反映 

1 柳山仁志 このような懇話会を開くにあたって，若い世

代の方がここに来られても良かったのではな

いか。 

東日本大震災後、地域に関心を示す若者が増

えている。 

審議会に若者世代含めていくということもあ

るかもしれない。 

次年度設置予定の富谷市協働のまちづくり推

進審議会委員に若い世代の参加を検討いたし

ます。 

また今後、子ども達の意見を伺うことについ

ても併せて検討いたします。 

 

 

2 戸嶋さち 中学生でも結構意見を持っている。 子ども達もきちんといろいろなことを考えて

いる。 

福島県浪江町の復興ビジョン策定時に子ども

達の意見を聞いているなどの例もある。 

子ども達の代表や何かを配布して書いてもら

うなどの取組をしても良いのではないか。 

 

  

3 増田恵美子 

 

 

高齢化が進めば地域力が，活力が低下するは

イコールではないと思う。 

いろんな世代の人が関わる，関わり方が求め

られるとか，子どもも巻き込み，元気なお年

寄りも活躍してもらいみたいな方向に持って

いけるような書き振りにできないか。 

 

多様な人たちが力を合わせて乗り越えようと

か，あるいは自分たちのまちづくりに関心を

もっと持たせようという取組をしているな

ど、マイナス面だけではなくてそれをふまえ

たプラスの取組も芽生えている。 

ご意見を踏まえ、素案（案）を修正いたしま

す。 

 

１．まちづくりの課題及び現状 

 

反映後 素案（案） 

〇全国的な少子高齢

化により社会を支え

る仕組みが変わって

きています。 

本市においては、地

域活力の低下が懸念

される地域がある一

方で、これまで以上

に多様な人々が活躍

し、地域を支える幅

広い活動が求められ

ています。 

〇全国的な少子高齢

化により社会を支え

る仕組みが変わって

きています。このこ

とは同時に、地域活

力の低下が懸念され

ることにもつながっ

ています。 

 

 

 

 

  

 

4 佐藤政悦 「地域活力の低下が懸念される」という部分

は、「課題及び現状」の中で現実をきちっと

見ていただければ、団地以外の地区では、そ

ういうことがあるのは否めない。 

 

地域が１００あれば１００違う、特に富谷は

急激な人口増加もあり、団地以外と団地は課

題が違う。 

両方併記するということは重要である。 

5 平岡政子 団地以外の地区でなければできないこともあ

り羨む部分もある。 

地区により少子高齢化になっているとは思う

が，子どもがいなくても，高齢者だけでもで

きるものもあると思う。 

やり方に決まりはなく、やっていなくてもま

とまっている地区もあり、見方だと思う。 

 

課題ではあるが、見方によっては可能性にも

見える。 

行政の課題と地域の課題は，大きく違うが、

地域の課題も地域によって違い，捉え方も違

うため，それに応じた見方が必要ということ

が今言われていると思う。 

6 平岡政子 町内会館を利用して何か興味のあるものに来

てもらい、そこからいろんな行事に繋げてい

く。 

そうした集まりに男性が来るようになり、敬

老会やお祭りへの参加に繋がった例がある。 

 

 具体的な取組として、指針策定の参考といた

します。 
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7 佐々木吉晴 

 

町内会館の活用事例があった方が分かりやす

いのではないか。 

どんなことに活用してどんな展開になってい

るのかが見えづらい。 

文言のマニュアルというのは，なかなか分か

りづらい。 

ルールの素案に入るかどうかは別として，例

えば写真とかちょっとした解説など事例集が

あるとわかりやすい。 

全体の見せ方に関わってくるが指針を作ると

きに，工夫すべきところではないか。 

自分たちの地域の誇りが持てると活動が継続

していく。 

写真を貼る理由として、可視化とＰＲ、コミ

ュニティへの入り口のハードルを下げるとい

うことがある。 

具体的に書くあるいは写真を載せるなど、全

般的に工夫してもいい。 

 

町内会館の活用事例は町内会により多種多様

であることから、素案（案）の「２．協働推

進に関わる本市の地域特性」（P.1）に記載し

ている「また、近年、町内会館等において多

様な事業が展開されています」として整理い

たします。 

なお、ご意見を踏まえ、指針の中で活動の様

子を写真で紹介するなどの検討をいたしま

す。 

 

 

8 戸嶋さち 若い人は会館があっても入ったことがないこ

とがあるため、子どもたちを集めて遊ばせる

ようにしており、いつ何をしましたという写

真を貼っている。 

町内会館は、空いている日がないくらい活用

されている。 

9 

 

平間由美子 「ゆとりすと」のような地域の交流を図る事

業や若い人も交えてのワンコイン交流会を開

催している。 

敬老会も町内会館で行っているが狭隘であ

り，備品類の充実など、もう少し会館が使い

やすくなれば，参加者も増やすことができる

と思う。 

 

 

ハードに近い話にもなるが、行政に２倍に建

て替えして欲しいと要望するのか、アイデア

を出すのか、行政への要望型と，コミュニテ

ィでアイデアを出して解決していくという２

パターンある。 

そこをどのように解決していくか，市民力と

いうものが試されるところではないか。 

不便さもあるが、会館での活動が活発化して

いるということでもある。 

 

具体的な取組として、指針策定の参考といた

します。 

なお、施設等ハード面については、町内会館

整備事業において検討いたします。 

 

10 

 

佐藤政悦 カラオケ設備などを活用して、いろいろな層

が常に集まっているという例もある。 

カラオケをしながら飲食を伴う親睦行事を行

うのも非常に良いと思う。 

 

ルールを作ったあとに、こういった地域の知

恵やノウハウをどう蓄積して，それを共有

し、コミュニティを維持していくかというこ

とが重要である。 

特産品や名産品を地域の富谷ブランドにして

いきたいという思いがあるのではないか。 

物を作っているということが，実は繋がりも

作っているのだということは、協働という意

味では非常に重要である。 

具体的な取組として、指針策定の参考といた

します。 

 

11 

 

柳山仁志 私達もカラオケ大会をしているが、カラオケ

設備はリースしており、使用料は参加者の会

議から捻出している。 

 

12 

 

柳山仁志 ブルーベリー摘み取りを通じて、市民同士の

繋がりができた事例がある。 

収穫祭など皆が参加できるイベントを大きく

していけたら良い。 

 

13 

 

佐藤政悦 私はブルーベリーやさくらんぼなどに取り組

んでいるが、他地区では酒づくりをしている

など地域で特色がある。 

他自治体で農家民泊などの例もあることか

ら、新しい住民の皆さんと昔からの農家の繋

がりという部分も含められれば良いと思う。 
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14 

 

佐々利春 町内会館を拠点として、地域の課題を解決す

る活動が芽生えていると思う。 

自分で情報を得て自ら繋がっていく自主・自

発的活動が高まっていると感じる。人やお金

だけではなく情報や地域のお宝の紹介をする

ことで課題解決する活動が広がっていくので

はないか。 

また、高齢化率が低いこともアピールすると

富谷らしさが出るのではないか。 

 

 具体的な取組として、指針策定の参考といた

します。 

また、高齢化率が低いことについては、素案

（案）の「２．協働推進に関わる本市の地域

特性」（P.1）に記載している「平均年齢

（40.9歳）が東北一若く、子どもや子育て世

代が多い一方、元気な高齢者が多い現状にあ

ります。」の中に包含し整理いたします。 

 

15 

 

増田恵美子 女性の活躍が多いのは、男性の懐や度量が深

いということもあり、のびのび活動できてい

るのではないかと感じます。 

 

都市近郊では農家の直販所を女性がやってい

る例もある、マルシェでも女性の出店が多

い。 

ご意見を踏まえ、素案（案）を修正いたしま

す。 

 

２．協働推進に関わる本市の地域特性 

 

反映後 素案（案） 

〇まちづくりにおい

て、男女がともに多

方面で活躍していま

す。また、様々なス

キルを持った人が全

国各地から転入して

います。 

〇女性活躍の風土が

あり、多方面で女性

が活躍しています。

また、様々な経験や

スキルを持った人が

全国各地から転入し

ています。 

  

16 

 

村上幸枝 町内会館が思っていた以上に活動拠点として

使われているのは良いと感じた。 

女性活躍の風土については、はちみつプロジ

ェクトも最初は女性が多かったが、今は男性

も入ってきている。男女共同の場ともなり良

い相乗効果が出ていると感じている。 

「女性活躍の風土があり」は、今は男女共同

や多様性が特に言われているので、意味の捉

え方など加筆が必要ではないか。 

17 

 

佐々利春 台風災害ボランティアで他県からのボランテ

ィアと話して感じたことだが、思いを一つに

することで達成感以上に繋がりが深まったと

思う。 

そのためには情報をきちんと伝えることが大

事であり、分かりやすく、より明確にするこ

とで同じ方向に向いていくのではないか。 

 

 具体的な取組として、指針策定の参考といた

します。 

 

 

18 

 

柳山仁志 以前社協で他県のボランティアと座談会を開

催したが、お互いの情報を知ることができ非

常に参考となった。「市民の思いや活動を理

解し、まちづくりに関わる様々な主体の気づ

きと行動につながる実効性のある指針」とい

うのは、こういったコミュニケーションから

理解に繋がっていき、機運も高まっていくの

ではないか。 

 

   

19 

 

戸嶋さち 「気づきと行動につながる」で、民生委員を

やっていることもあり、市や社協の情報など

声掛けに努めている。 
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20 

 

佐々木吉晴 「ゆるやかな枠組みとして策定」ということ

で、大変良い表現になっていると思う。 

まちづくりに関わる様々な主体が、お互いを

尊重しながら皆で住みよくよりよいまちにし

たいという思いを同じにし、対等な立場で協

働を促進できるという表現が大変嬉しく思

う。 

また、専門用語やカタカナ用語などは、もう

少しわかりやすい、砕いた表現にすると良い

のではないか。 

 

 

 ご意見を踏まえ素案（案）を修正いたしま

す。 

なお、指針において、専門用語等の解説の記

載を検討いたします。 

２．協働推進に関わる本市の地域特性 

 

反映後 素案（案） 

〇地域福祉の推進や

新たな特産品づくり

などにおいて、社会

福祉協議会、シルバ

ー人材センターなど

の公益的法人やＮＰ

Ｏ（特定非営利活

動）法人との連携が

進んでいます。 

〇地域福祉の推進や

新たな特産品づくり

など、公益法人やＮ

ＰＯ法人との連携が

進んでいます。 

 

 

 

 

 

  

 

21 

 

増田恵美子 前回話し合ったことが織り込まれていて良い

と思う。 

市の総合計画と整合性を図るという言葉が入

ったこと、また、ルールという言葉に対する

皆さんのこだわりについて、ルールは確定で

はなく、それも含めどうするかということが

打ち出させているのはとても良いと感じる。 

 

 

ルールは確定ではないことを明記したこと、

富谷らしい言葉をつくることも重要である。 

指針策定の参考といたします。  

22 

 

平間由美子 「ゆるやかな枠組み」の「思いを共有し、協

働を促進」に情報も共有できるともっと理解

できるのではないか。 

 

 素案（案）の５．「指針策定の基本的な考え

方」（P.3）に記載している「（１）ゆるやか

な枠組みとして策定」において、「情報共

有」は「協働を促進できる」に包含して整理

いたします。 

なお、「情報共有」については、具体的な取

組として、指針策定の参考といたします。 
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23 

 

村上幸枝 住みよくよりよいまちにしたいという思い

や、多世代が共有できるなどを、富谷らしい

言葉にしていけると良いと思う。 

 

文章にすると難しくなるが実は難しくない。 

多様なセクター、あらゆる人を巻き込むため

には、わかりやすいことが重要である。 

また、実践のための指針であることを強く意

識する必要がある。 

仙台市の事例集の例もあるが、みなさんが実

践してきたノウハウを可視化することが一番

わかりやすいのではないか。 

ご意見を踏まえ、素案（案）を修正いたしま

す。 

 

5.指針策定の基本的な考え方 

 

反映後 素案（案） 

（１）ゆるやかな枠

組みとして策定 

 

義務や権利を明確化

することを目的とす

るものではなく、ま

ちづくりに関わる

様々な主体がお互い

を尊重しつながりな

がら、より住みやす

いまちにしたいとい

う思いを共有し、協

働を促進できる、ゆ

るやかな枠組みとし

ます。 

 

（２）気づきと実践

につながる、富谷ら

しい指針の策定 

 

 

 市民の思いや活動

を理解し、まちづく

りに関わる様々な主

体の気づきと実践に

つながる実効性のあ

る指針とします。 

また、本市の地域性

と時代に合った富谷

らしい指針の策定に

あたり、総合計画と

整合性を図り一体的

な取組みができるも

のとします。 

（１）ゆるやかな枠

組みとして策定 

 

義務や権利を明確化

することを目的とす

るものではなく、ま

ちづくりに関わる

様々な主体がお互い

を尊重しながら、住

みよくよりよいまち

にしたいという思い

を共有し、協働を促

進できる、ゆるやか

な枠組みとします。 

 

 

（２）気づきと行動

につながる、本市の

地域性と時代に合っ

た指針の策定 

 

 市民の思いや活動

を理解し、まちづく

りに関わる様々な主

体の気づきと行動に

つながる実効性のあ

る指針とします。 

また、本市の地域性

と時代に合った指針

の策定にあたり、総

合計画と整合性を図

り一体的な取組みが

できるものとしま

す。 

 

   

 

24 

 

佐藤政悦 ルールや総合計画などは一般市民にはとっつ

きにくい部分があるため、わかりやすく理解

できるような形とすることが一番である。 

策定後はどのように実践していくかも大きな

問題となるので、それをふまえて作っていた

だきたい。 

 

25 

 

平岡政子 住んでいるところ、住んでいる場所を良くす

る、簡単な言葉で言えば「住みやすい」とい

うことだと思う。 

フォーラムや懇話会など、参加できた人から

参加できなかった人に繋げることから始まっ

て、47町内会を繋げる、やはり繋がっていく

ことが一番であると思う。 

難しいことを言わず、何でもやるからついて

きてという感じでやらないと、誰もついてこ

ないと思う。 

    


